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１．一般府民向け調査

◆主な調査事項
①関心のある社会課題、時事問題
②社会問題、環境問題に関する認識
③SDGsの認知度
④大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
⑤ SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
⑥日常生活で実践していること

＜実施概要＞

（インターネットアンケート（民間会社を通じて実施））

○ 対 象：大阪府民1,000人（18歳~90歳）

○ 実施期間：2019年10月29日



結果概要 １．インターネットアンケート（結果全体）

53.9

18.8

48.4

38.6

42.7

20.0

5.6

21.6

22.0

13.9

35.1

29.7

30.2

13.0

14.2

17.2

12.9

10.2

15.9

27.8

25.5

24.2

5.6

1.1
11.8

0% 20% 40% 60%

高齢化

憲法改正

地球温暖化・気象変動

災害支援・防災

社会保障

経済再生・アベノミクス

途上国の経済発展

国際平和

日本の外交政策

人権保護・差別の撤廃（性や年齢・国籍・障がい等）

食の安全性

所得格差

働き方改革・ブラック企業対策

地方創生・地方活性化

フリーターやニートの増大

財政政策

紛争・テロ・難民問題

飢餓・貧困問題

文化芸術・スポーツの振興

治安・犯罪の防止

資源・エネルギー

水・食糧問題

LGBT

その他：

この中にはない

Qあなたが関心のある社会課題・時事問題について、次の中からあてはまるものをすべて選択してください。

◆関心のある社会課題・時事問題

〇社会課題として、「高齢化」、「地球温暖化・気象変動」、「社会保障」に対する関心が高い。
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結果概要 １．インターネットアンケート（結果全体）

3.1

3.4

3.8

3.6

3.6

2.1

6.5

13.5

19.4

14.3

7.2

6.3

23.3

28.2

28.4

26.0

34.2

24.8

44.4

55.0

46.0

44.6

41.3

41.5

55.9

53.2

52.0

49.1

47.5

49.8

41.4

24.8

27.9

33.5

42.9

42.2

17.7

15.2

15.8

21.3

14.7

23.3

7.7

6.7

6.7

7.6

8.6

10.0

1.私は社会問題や環境問題などについて、世の中一般よりは解決の手助けをしているほうだと思う

2.私の住んでいる町・勤めている企業・通っている学校は、他のところより解決の手助けをしている方だと思う

3.社会問題や環境問題などについて、私は、地球の資源問題や環境問題を解決するために、今の生活レベル

を落としてもよい

4.私は、地球の資源問題や環境問題の解決にあてるため、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

5.世界の貧困問題や格差問題を解決するために、私も時間や手間をかけてよい

6.私は、世界の貧困問題や格差問題を解決するために、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

7.社会問題や環境問題に取り組めば取り組むほど、国や企業の経済やビジネスは成長すると思う

8.国や企業が社会問題や環境問題の解決に取り組むことは、科学技術やテクノロジーの発展につながると思う

9.社会問題や環境問題を軽視する国や企業は、世界からバッシングや批判にあうと思う

10.社会問題や環境問題を軽視する企業は優秀な人材や資金が集まらないと思う

11.地球の問題や環境問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

12.世界の貧困問題や格差問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

そう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

◆社会問題、環境問題に関する認識

〇 「国や企業が社会問題や環境問題の解決に取組むことは、科学技術やテクノロジーの発展につながる」と考え
る人が多い。

Q.次の各項目について、あなたご自身の考え方に近いものを選択してください。
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結果概要 １．インターネットアンケート（結果全体）

◆SDGsの認知度

〇 SDGsの認知度は25.4％。
〇 SDGsについて認知している人は、持続可能な開発をめざすうえで、経済・社会・環境の統合が重要であることを
理解している人の割合が高い。

〇SDGsを知ったきっかけとして、「新聞・雑誌」、「テレビ・ラジオ」、「職場・学校で聞いた」が多い。

Q.あなたは、「SDGs」を知っていましたか。次の中からあてはまるものを一つ選択してください。

10.7 14.7 74.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SDGsを知っていた

SDGsという言葉は聞いたことがあった、又はロゴを見たことがあった

SDGsを知らなかった（今回の調査で初めて知った）

84.1
48.6
47.7

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持続可能な開発をめざす上で、経済、社会、環境の統合が重要であることを…
17のゴール、169のターゲットから構成されることを知っていた
2030年までに達成すべきゴールであるということを知っていた

上記以外のことでSDGsに関することを知っていた：

Q.（前問で「SDGsを知っていた」と答えた方にお伺いします）あなたは、SDGsについて、どんなことを知っていましたか。次の中からあては
まるものをすべて選択してください。

Q. あなたは、どこで（何で）SDGsを知りましたか。次の中からあてはまるものをすべて選択してください。

14.6
29.1

31.9
15.0

11.4
8.7

23.2
7.1
7.5

4.3
11.0

0% 10% 20% 30% 40%

府政だより
テレビ・ラジオ
新聞・雑誌

ポスター、チラシ
イベント・セミナー等

SNS（Twitter、Facebook、…
職場・学校で聞いた

家族・友人などから聞いた
ピンバッジ、缶バッジ

その他：
わからない／覚えていない
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結果概要 １．インターネットアンケート（結果全体）

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール

〇 「ゴール３（健康）」、「ゴール11（持続可能都市）」、「ゴール１（貧困）」、「ゴール４（教育）」、「ゴール
８（経済成長・雇用）」が多い。

37.8

20.4

49.9

37.3

18.5

27.1

26.8

33.6

23.6

22.3

43.1

20.6

27.8

23.4

20.4

27.5

16.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。次の中からあてはまるものをすべて
選択してください。
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結果概要 １．インターネットアンケート（結果全体）

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール（男女別）
〇男性：
「ゴール３（健康）」、「ゴール11（持続可能都市）」、「ゴール１（貧困）」、「ゴール４（教育）」、「ゴール８（経済成長・雇用）」

〇女性：
「ゴール３（健康）」、「ゴール11（持続可能都市）」、「ゴール１（貧困）」、「ゴール４（教育）」、「ゴール８（経済成長・雇用）」

38.1

19.4

46.7

37.3

15.4

25.5

26.3

34.1

26.7

20.2

41.1

19.8

25.5

22.5

18.5

27.4

15.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

男性

全体 男性

37.5

21.3

52.8

37.3

21.3

28.6

27.2

33.1

20.8

24.2

45.0

21.3

29.9

24.2

22.1

27.6

18.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

女性

全体 女性

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。次の中からあてはまるものをすべて
選択してください。
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結果概要 １．インターネットアンケート（結果全体）

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール（年齢別）
〇18歳~29歳
「ゴール３（健康）」、 「ゴール４（教育）」、「ゴール８（経済成長・雇用）」、「ゴール11（持続可能都市）」、「ゴール１（貧困）」

〇30代
「ゴール４（教育）」、 「ゴール３（健康）」、「ゴール11（持続可能都市）」、「ゴール８（経済成長・雇用）」、「ゴール１（貧困）」

33.1

16.9

40.5

39.2

24.3

22.3

19.6

37.8

23.0

20.9

34.5

18.2

15.5

16.9

14.9

16.2

15.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

18～29歳

全体 18～29才

40.3

22.8

44.3

47.7

24.8

26.8

28.2

40.9

29.5

23.5

43.6

26.2

24.2

23.5

19.5

25.5

24.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

30代

全体 30代

8

n=149n=148

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。



結果概要 １．インターネットアンケート（結果全体）

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール（年齢別）
〇４０代

「ゴール３（健康）」、 「ゴール11（持続可能都市）」、「ゴール１（貧困）」 「ゴール４（教育）」、「ゴール８（経済成長・雇用）」

〇５０代
「ゴール３（健康）」、 「ゴール11（持続可能都市）」、「ゴール１（貧困）」 、 「ゴール８（経済成長・雇用）」 、 「ゴール４（教育）」

37.3

16.2

48.1

35.7

16.2

20.5

21.6

33.0

18.4

22.7

37.8

16.8

19.5

16.8

15.7

22.7

16.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

40代

全体 40代

39.4

27.0

49.6

33.6

20.4

32.1

29.9

39.4

27.7

27.7

41.6

19.0

27.7

26.3

25.5

32.1

16.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

50代

全体 50代
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Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。



結果概要 １．インターネットアンケート（結果全体）

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール（年齢別）
〇６０代以上
「ゴール３（健康）」、 「ゴール11（持続可能都市）」、「ゴール１（貧困）」 、「ゴール13（気候変動）」、 「ゴール４（教育）」

38.3

20.5

56.7

34.6

14.2

30.4

30.4

27.3

22.6

20.2

49.3

21.8

38.1

28.1

23.4

33.3

15.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

60代以上

全体 60代以上
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n=381

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。



結果概要 １．インターネットアンケート（結果全体）

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール（地域別）
〇大阪市域
「ゴール３（健康）」、 「ゴール11（持続可能都市）」、「ゴール１（貧困）」、 「ゴール４（教育）」、「ゴール８（経済成長・雇用）」

〇北部大阪地域
「ゴール３（健康）」、 「ゴール４（教育）」、 「ゴール11（持続可能都市）」、「ゴール１（貧困）」 、「ゴール８（経済成長・雇用）」

37.7

20.6

48.4

37.1

17.4

28.1

26.1

33.2

23.2

20.6

45.5

21.0

25.5

22.6

18.1

27.4

19.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

大阪市域

全体 大阪市域

41.2

20.6

52.8

44.2

19.6

27.6

29.6

34.2

29.1

23.6

41.7

22.1

32.2

25.1

25.1

27.6

16.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

北部大阪地域

全体 北部大阪地域

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。
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大阪市 豊中市、池田市、吹田市、高槻市、茨木市、
箕面市、摂津市、島本町、豊能町、能勢町



結果概要 １．インターネットアンケート（結果全体）

37.8

18.7

50.2

30.7

17.8

24.9

23.1

29.8

18.2

18.7

41.3

19.1

22.2

20.0

16.0

23.1

12.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

東部大阪地域

全体 東部大阪地域

35.3

21.4

49.2

38.0

19.5

27.4

28.6

36.8

24.4

26.3

42.9

20.3

32.0

25.9

23.3

31.2

17.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

南部大阪地域

全体 南部大阪地域

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール（地域別）
〇東部大阪地域
「ゴール３（健康）」、 「ゴール11（持続可能都市）」、「ゴール１（貧困）」 、「ゴール４（教育）」、「ゴール８（経済成長・雇用）」

〇南部大阪地域
「ゴール３（健康）」、 「ゴール11（持続可能都市）」、 「ゴール４（教育）」、「ゴール８（経済成長・雇用）」、 「ゴール１（貧困）」

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。

12
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堺市、岸和田市、泉大津市、貝塚市、泉佐野市、富田林市、河内長野市、
松原市、和泉市、羽曳野市、高石市、藤井寺市、泉南市、大阪狭山市、
阪南市、忠岡町、熊取町、田尻町、岬町、太子町、河南町、千早赤阪村

守口市、枚方市、八尾市、寝屋川市、大東市、柏原市、
門真市、東大阪市、四條畷市、交野市



結果概要 １．インターネットアンケート（結果全体）

◆SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
〇「政府・行政」、「企業」、「個人」の割合が高い。

Q.「SDGsの達成」や国内外の「社会的課題」の解決に向けて、誰が行動すべきだと思いますか。あてはまるものをすべて選択してください。

79.7

51.0

63.3

23.1

16.4

29.7

23.3

0.2

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

政府・行政

個人（府民または市民）

企業

NPO／NGO

株主・機関投資家

教育機関

医療機関

その他：

いずれでもない

13
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結果概要 １．インターネットアンケート（結果全体）

27.1

2.3

54.7

4.6

45.8

5.3

3.1

6.3

5.9

37.5

28.5

10.7

20.0

17.1

28.0

5.3

5.5

40.2

14.5

33.3

11.5

17.8

13.8

16.6

17.6

10.1

14.6

19.6

31.5

29.5

28.9

28.9

31.7

39.1

14.7

19.8

38.2

37.1

24.0

29.0

16.8

30.9

20.0

31.1

16.5

22.6

32.6

20.1

20.4

41.6

32.5

38.5

25.6

26.5

39.4

16.4

38.4

15.6

57.2

10.7

50.7

17.6

46.0

70.3

56.5

41.9

10.9

21.6

18.8

18.6

12.7

7.3

53.5

35.3

5.2

10.0

1.電子決済での支払いを行う

2.フェアトレードに取り組んでいる企業の製品を買う

3.選挙に行く

4.使わないものを寄付する

5.職場や自治体の健康診断を受ける

6.若者の相談相手になる

7.同一労働同一賃金を支持する声を上げる

8.職場で差別があったら声を上げる

9.労働にまつわる権利について知る

10.紙やプラスチック、ガラス、アルミをリサイクルする

11.クールビズに積極的に取り組む

12.困っている人に声をかける

13.家庭でコメディを見る

14.公共交通機関で座席を譲る

15.電気の節約に努める

16.周囲の人たちに、地球にやさしい取り組みに参加するよう呼びかける

17.資源や環境にやさしい取り組みをしている企業の製品を買う

18.地元で買い物をする

19.「訳あり品」を買う

いつも実践している いつもではないが、よく実践している たまに実践している 実践したことが無い

◆日常生活で実践していること
〇「選挙に行く」、「地元で買い物をする」、「リサイクルする」を実践している人が多い。

n=1,000
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16

１ー①．一般府民向け調査
（18歳~29歳）

◆主な調査事項
①関心のある社会課題、時事問題
②社会問題、環境問題に関する認識
③SDGsの認知度
④大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
⑤ SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
⑥日常生活で実践していること



43.2
14.9

36.5
28.4

32.4
18.9

6.8
14.9

11.5
16.2

23.6
32.4

40.5
10.1

12.2
15.5

10.8
9.5

14.9
19.6

15.5
13.5

11.5
1.4

13.5

0% 20% 40% 60%

高齢化

憲法改正

地球温暖化・気象変動

災害支援・防災

社会保障

経済再生・アベノミクス

途上国の経済発展

国際平和

日本の外交政策

人権保護・差別の撤廃（性や年齢・国籍・障がい等）

食の安全性

所得格差

働き方改革・ブラック企業対策

地方創生・地方活性化

フリーターやニートの増大

財政政策

紛争・テロ・難民問題

飢餓・貧困問題

文化芸術・スポーツの振興

治安・犯罪の防止

資源・エネルギー

水・食糧問題

LGBT

その他：

この中にはない

Qあなたが関心のある社会課題・時事問題について、次の中からあてはまるものをすべて選択してください。

◆関心のある社会課題・時事問題

〇社会課題として、「高齢化」、「地球温暖化・気象変動」、「働き方改革・ブラック企業対策」に対する関心が高い。

結果概要 １．インターネットアンケート（18歳~29歳） 17
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結果概要 １．インターネットアンケート（18歳~29歳）

8.1

8.1

6.8

7.4

7.4

5.4

11.5

16.2

20.9

17.6

12.8

12.2

25.7

27.0

20.3

29.1

35.1

28.4

37.8

41.2

38.5

35.8

36.5

34.5

47.3

48.6

45.3

37.2

40.5

38.5

41.9

33.1

31.8

36.5

40.5

40.5

18.9

16.2

27.7

26.4

16.9

27.7

8.8

9.5

8.8

10.1

10.1

12.8

1.私は社会問題や環境問題などについて、世の中一般よりは解決の手助けをしているほうだと思う

2.私の住んでいる町・勤めている企業・通っている学校は、他のところより解決の手助けをしている方だと思う

3.社会問題や環境問題などについて、私は、地球の資源問題や環境問題を解決するために、今の生活レベルを落としても

よい

4.私は、地球の資源問題や環境問題の解決にあてるため、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

5.世界の貧困問題や格差問題を解決するために、私も時間や手間をかけてよい

6.私は、世界の貧困問題や格差問題を解決するために、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

7.社会問題や環境問題に取り組めば取り組むほど、国や企業の経済やビジネスは成長すると思う

8.国や企業が社会問題や環境問題の解決に取り組むことは、科学技術やテクノロジーの発展につながると思う

9.社会問題や環境問題を軽視する国や企業は、世界からバッシングや批判にあうと思う

10.社会問題や環境問題を軽視する企業は優秀な人材や資金が集まらないと思う

11.地球の問題や環境問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

12.世界の貧困問題や格差問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

そう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

◆社会問題、環境問題に関する認識

〇 「社会問題や環境問題を軽視する国や企業は、世界からバッシングや批判にあう」と考える人が多い。

Q.次の各項目について、あなたご自身の考え方に近いものを選択してください。

18
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結果概要 １．インターネットアンケート（18歳~29歳）

82.8
41.4

44.8
3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持続可能な開発をめざす上で、経済、社会、環境の統合が重要であることを知っていた

17のゴール、169のターゲットから構成されることを知っていた

2030年までに達成すべきゴールであるということを知っていた

上記以外のことでSDGsに関することを知っていた：

19.6 14.9 65.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SDGsを知っていた

SDGsという言葉は聞いたことがあった、又はロゴを見たことがあった

SDGsを知らなかった（今回の調査で初めて知った）

◆SDGsの認知度

〇 SDGsの認知度は34.5％。
〇 SDGsについて認知している人は、持続可能な開発をめざすうえで、経済・社会・環境の統合が重要であることを
理解している人の割合が高い。

〇SDGsを知ったきっかけとして、 「職場・学校で聞いた」 、「テレビ・ラジオ」、 「新聞・雑誌」が多い。

Q.あなたは、「SDGs」を知っていましたか。次の中からあてはまるものを一つ選択してください。

Q.（前問で「SDGsを知っていた」と答えた方にお伺いします）あなたは、SDGsについて、どんなことを知っていましたか。次の中からあては
まるものをすべて選択してください。

Q. あなたは、どこで（何で）SDGsを知りましたか。次の中からあてはまるものをすべて選択してください。

11.8
29.4

19.6
15.7

13.7
17.6

39.2
7.8

3.9
3.9

7.8

0% 10% 20% 30% 40%

府政だより
テレビ・ラジオ
新聞・雑誌

ポスター、チラシ
イベント・セミナー等

SNS（Twitter、Facebook、Instagram、LINE 等）
職場・学校で聞いた

家族・友人などから聞いた
ピンバッジ、缶バッジ

その他：
わからない／覚えていない
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結果概要 １．インターネットアンケート（18歳~29歳）

33.1

16.9

40.5

39.2

24.3

22.3

19.6

37.8

23.0

20.9

34.5

18.2

15.5

16.9

14.9

16.2

15.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

全体 18～29才

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール

〇 関心のあるSDGsのゴールは、「ゴール３（健康）」、 「ゴール４（教育）」、「ゴール８（経済成長・雇用）」 、
「ゴール11（持続可能都市）」、「ゴール１（貧困）」、が多い。

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。次の中からあてはまるものをすべて
選択してください。
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結果概要 １．インターネットアンケート（18歳~29歳）

69.6

41.9

52.0

24.3

19.6

25.7

17.6

0.0

14.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

政府・行政

個人（府民または市民）

企業

NPO／NGO

株主・機関投資家

教育機関

医療機関

その他：

いずれでもない

◆SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
〇「政府・行政」、「企業」、「個人」の割合が高い。

Q.「SDGsの達成」や国内外の「社会的課題」の解決に向けて、誰が行動すべきだと思いますか。あてはまるものをすべて選択してください。
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結果概要 １．インターネットアンケート（18歳~29歳）

39.2

3.4

31.1

6.8

39.2

8.1

3.4

6.8

5.4

16.2

25.7

12.8

20.9

18.9

20.9

6.8

6.8

40.5

14.2

25.0

48.0

22.3

16.2

24.3

22.3

28.4

15.5

20.9

12.2

16.2

25.7

18.9

20.3

24.3

33.1

25.7

28.4

29.7

31.1

31.8

17.6

16.9

29.7

30.4

33.8

20.9

29.7

26.4

23.0

27.0

23.0

22.3

22.3

30.4

20.9

19.6

9.5

20.3

29.1

25.0

19.6

38.5

27.0

29.1

29.1

20.9

32.4

18.9

35.8

24.3

14.2

21.6

27.7

24.3

29.1

9.5

58.8

25.7

50.7

23.6

46.6

68.2

52.7

41.2

25.7

29.1

20.3

22.3

20.9

18.2

54.7

43.9

10.8

19.6

16.9

16.9

26.4

29.7

28.4

21.6

1.電子決済での支払いを行う

2.フェアトレードに取り組んでいる企業の製品を買う

3.選挙に行く

4.使わないものを寄付する

5.職場や自治体の健康診断を受ける

6.若者の相談相手になる

7.同一労働同一賃金を支持する声を上げる

8.職場で差別があったら声を上げる

9.労働にまつわる権利について知る

10.紙やプラスチック、ガラス、アルミをリサイクルする

11.クールビズに積極的に取り組む

12.困っている人に声をかける

13.家庭でコメディを見る

14.公共交通機関で座席を譲る

15.電気の節約に努める

16.周囲の人たちに、地球にやさしい取り組みに参加するよう呼びかける

17.資源や環境にやさしい取り組みをしている企業の製品を買う

18.地元で買い物をする

19.「訳あり品」を買う

20.買い物にはマイバッグを持参する

21.通勤、通学の際、自転車、徒歩または公共交通機関を利用する

22.マイボトルやマイカップを使う

23.着なくなった古着を誰かにあげる、またはぞうきんにして使う

24.リサイクルショップやフリーマーケットを利用する

25.（健康にもいいので）よく笑うし、人を笑わせる

いつも実践している いつもではないが、よく実践している たまに実践している 実践したことが無い

◆日常生活で実践していること
〇「地元で買い物をする」、「通勤・通学の際、自転車、徒歩または公共交通機関を利用」、 「電子決済での支払い
を行う」、をよく実践している人が多い。
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◆主な調査事項
①関心のある社会課題、時事問題
②社会問題、環境問題に関する認識
③SDGsの認知度
④大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
⑤ SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
⑥日常生活で実践していること

１ー②．一般府民向け調査
（30歳以上）



55.8%
19.5%

50.5%
40.4%

44.5%
20.2%

5.4%
22.8%
23.8%

13.5%
37.1%

29.2%
28.4%

13.5%
14.6%

17.5%
13.3%

10.3%
16.1%

29.2%
27.2%

26.1%
4.6%

1.1%
11.5%

0% 20% 40% 60% 80%

高齢化

憲法改正

地球温暖化・気象変動

災害支援・防災

社会保障

経済再生・アベノミクス

途上国の経済発展

国際平和

日本の外交政策

人権保護・差別の撤廃（性や年齢・国籍・障がい等）

食の安全性

所得格差

働き方改革・ブラック企業対策

地方創生・地方活性化

フリーターやニートの増大

財政政策

紛争・テロ・難民問題

飢餓・貧困問題

文化芸術・スポーツの振興

治安・犯罪の防止

資源・エネルギー

水・食糧問題

LGBT

その他：

この中にはない

Qあなたが関心のある社会課題・時事問題について、次の中からあてはまるものをすべて選択してください。

◆関心のある社会課題・時事問題

〇社会課題として、「高齢化」、「地球温暖化・気象変動」、「働き方改革・ブラック企業対策」に対する関心が高い。

結果概要 １．インターネットアンケート（30歳以上） 25
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2.2%

2.6%

3.3%

2.9%

2.9%

1.5%

5.6%

13.0%

19.1%

13.7%

6.2%

5.3%

22.9%

28.4%

29.8%

25.5%

34.0%

24.2%

45.5%

57.4%

47.3%

46.1%

42.1%

42.7%

57.4%

54.0%

53.2%

51.2%

48.7%

51.8%

41.3%

23.4%

27.2%

33.0%

43.3%

42.5%

17.5%

15.0%

13.7%

20.4%

14.3%

22.5%

7.5%

6.2%

6.3%

7.2%

8.3%

9.5%

1.私は社会問題や環境問題などについて、世の中一般よりは解決の手助けをしているほうだと思う

2.私の住んでいる町・勤めている企業・通っている学校は、他のところより解決の手助けをしている方だと思う

3.社会問題や環境問題などについて、私は、地球の資源問題や環境問題を解決するために、今の生活レベルを落と

してもよい

4.私は、地球の資源問題や環境問題の解決にあてるため、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

5.世界の貧困問題や格差問題を解決するために、私も時間や手間をかけてよい

6.私は、世界の貧困問題や格差問題を解決するために、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

7.社会問題や環境問題に取り組めば取り組むほど、国や企業の経済やビジネスは成長すると思う

8.国や企業が社会問題や環境問題の解決に取り組むことは、科学技術やテクノロジーの発展につながると思う

9.社会問題や環境問題を軽視する国や企業は、世界からバッシングや批判にあうと思う

10.社会問題や環境問題を軽視する企業は優秀な人材や資金が集まらないと思う

11.地球の問題や環境問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

12.世界の貧困問題や格差問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

そう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

結果概要 １．インターネットアンケート（30歳以上）

◆社会問題、環境問題に関する認識

〇 「国や企業が社会問題や環境問題の解決に取り組むことは、科学技術やテクノロジーの発展につながる」と考
える人が多い。

Q.次の各項目について、あなたご自身の考え方に近いものを選択してください。
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15.3%
29.1%

35.0%
14.8%

10.8%
6.4%

19.2%
6.9%
8.4%

4.4%
11.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

府政だより
テレビ・ラジオ
新聞・雑誌

ポスター、チラシ
イベント・セミナー等

SNS（Twitter、Facebook、Instagram、LINE 等）
職場・学校で聞いた

家族・友人などから聞いた
ピンバッジ、缶バッジ

その他：
わからない／覚えていない

82.8
41.4

44.8
3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持続可能な開発をめざす上で、経済、社会、環境の統合が重要であることを知っていた

17のゴール、169のターゲットから構成されることを知っていた

2030年までに達成すべきゴールであるということを知っていた

上記以外のことでSDGsに関することを知っていた：

9.2% 14.7% 76.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SDGsを知っていた

SDGsという言葉は聞いたことがあった、又はロゴを見たことがあった

SDGsを知らなかった（今回の調査で初めて知った）

結果概要 １．インターネットアンケート（30歳以上）

◆SDGsの認知度

〇 SDGsの認知度は23.9％。
〇 SDGsについて認知している人は、持続可能な開発をめざすうえで、経済・社会・環境の統合が重要であることを
理解している人の割合が高い。

〇SDGsを知ったきっかけとして、 「新聞・雑誌」、「テレビ・ラジオ」 、 「職場・学校で聞いた」 、が多い。

Q.あなたは、「SDGs」を知っていましたか。次の中からあてはまるものを一つ選択してください。

Q.（前問で「SDGsを知っていた」と答えた方にお伺いします）あなたは、SDGsについて、どんなことを知っていましたか。次の中からあては
まるものをすべて選択してください。

Q. あなたは、どこで（何で）SDGsを知りましたか。次の中からあてはまるものをすべて選択してください。
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38.6%

21.0%

51.5%

37.0%

17.5%

27.9%

28.1%

32.9%

23.7%

22.5%

44.6%

21.0%

29.9%

24.5%

21.4%

29.5%

17.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

結果概要 １．インターネットアンケート（30歳以上）

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール

〇 関心のあるSDGsのゴールは、「ゴール３（健康）」、 「ゴール11（持続可能都市）」、 「ゴール１（貧困）」、
「ゴール４（教育）」、「ゴール８（経済成長・雇用）」、が多い。

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。次の中からあてはまるものをすべて
選択してください。
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81.5%

52.6%

65.3%

22.9%

15.8%

30.4%

24.3%

0.2%

9.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

政府・行政

個人（府民または市民）

企業

NPO／NGO

株主・機関投資家

教育機関

医療機関

その他：

いずれでもない

結果概要 １．インターネットアンケート（30歳以上）

◆SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
〇「政府・行政」、「企業」、「個人」の割合が高い。

Q.「SDGsの達成」や国内外の「社会的課題」の解決に向けて、誰が行動すべきだと思いますか。あてはまるものをすべて選択してください。
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25.0%

2.1%

58.8%

4.2%

46.9%

4.8%

3.1%

6.2%

6.0%

41.2%

29.0%

10.3%

19.8%

16.8%

29.2%

5.0%

5.3%

40.1%

14.6%

41.4%

47.3%

28.6%

19.6%

13.1%

16.5%

34.2%

10.8%

17.3%

14.1%

16.7%

16.2%

8.6%

13.6%

18.8%

31.2%

30.2%

29.0%

28.8%

31.8%

40.4%

14.2%

20.3%

39.7%

38.3%

29.1%

21.9%

26.6%

29.0%

19.8%

31.3%

24.2%

30.2%

15.8%

31.0%

19.8%

33.1%

17.7%

23.0%

33.2%

19.2%

20.5%

42.1%

33.5%

40.1%

25.0%

27.5%

40.6%

16.0%

38.8%

16.7%

18.3%

24.6%

31.5%

36.0%

37.3%

16.7%

56.9%

8.1%

50.7%

16.5%

45.9%

70.7%

57.2%

42.0%

8.3%

20.3%

18.5%

18.0%

11.3%

5.4%

53.3%

33.8%

4.2%

8.3%

12.8%

12.4%

20.1%

20.0%

31.0%

14.8%

1.電子決済での支払いを行う

2.フェアトレードに取り組んでいる企業の製品を買う

3.選挙に行く

4.使わないものを寄付する

5.職場や自治体の健康診断を受ける

6.若者の相談相手になる

7.同一労働同一賃金を支持する声を上げる

8.職場で差別があったら声を上げる

9.労働にまつわる権利について知る

10.紙やプラスチック、ガラス、アルミをリサイクルする

11.クールビズに積極的に取り組む

12.困っている人に声をかける

13.家庭でコメディを見る

14.公共交通機関で座席を譲る

15.電気の節約に努める

16.周囲の人たちに、地球にやさしい取り組みに参加するよう呼びかける

17.資源や環境にやさしい取り組みをしている企業の製品を買う

18.地元で買い物をする

19.「訳あり品」を買う

20.買い物にはマイバッグを持参する

21.通勤、通学の際、自転車、徒歩または公共交通機関を利用する

22.マイボトルやマイカップを使う

23.着なくなった古着を誰かにあげる、またはぞうきんにして使う

24.リサイクルショップやフリーマーケットを利用する

25.（健康にもいいので）よく笑うし、人を笑わせる

いつも実践している いつもではないが、よく実践している たまに実践している 実践したことが無い

結果概要 １．インターネットアンケート（30歳以上）

◆日常生活で実践していること
〇「地元で買い物をする」、 「選挙に行く」、 「紙やプラスチック、ガラス、アルミをリサイクルする」、をよく実践している人
が多い。
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32

２．若者（学生）向け調査

◆主な調査事項
①関心のある社会課題、時事問題
②社会問題、環境問題に関する認識
③SDGsの認知度
④大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
⑤SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
⑥日常生活で実践していること

＜実施概要＞

（府内4大学の授業等で実施）

○ 対 象：学生273人（18歳~30歳）

〇 実施期間：10月21日~11月19日



39.9%
11.7%

37.0%
28.6%

31.1%
17.6%

12.1%
17.2%
16.8%

13.9%
17.6%

27.1%
57.9%

26.4%
17.2%

12.1%
13.9%
13.9%

22.0%
16.8%
16.1%
17.2%
17.6%

1.8%
0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

高齢化

憲法改正

地球温暖化・気象変動

災害支援・防災

社会保障

経済再生・アベノミクス

途上国の経済発展

国際平和

日本の外交政策

人権保護・差別の撤廃（性や年齢・国籍・障がい等）

食の安全性

所得格差

働き方改革・ブラック企業対策

地方創生・地方活性化

フリーターやニートの増大

財政政策

紛争・テロ・難民問題

飢餓・貧困問題

文化芸術・スポーツの振興

治安・犯罪の防止

資源・エネルギー

水・食糧問題

LGBT

その他：

この中にはない

Qあなたが関心のある社会課題・時事問題について、次の中からあてはまるものをすべて選択してください。

◆関心のある社会課題、時事問題
〇社会課題として、「働き方改革・ブラック企業対策」、「地球温暖化・気象変動」、「高齢化」に対する関心が高い。

結果概要 ２．学生向け調査（全体） 33
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2.6%

4.8%

5.5%

8.1%

8.4%

8.4%

18.3%

27.1%

43.2%

21.6%

8.4%

8.4%

20.9%

34.1%

33.7%

37.7%

59.0%

35.5%

52.4%

57.1%

40.7%

41.8%

45.1%

44.7%

52.0%

49.8%

44.7%

37.7%

25.6%

41.4%

23.1%

12.1%

11.4%

29.3%

37.0%

37.7%

22.0%

8.4%

13.2%

13.6%

4.0%

11.7%

3.3%

0.7%

1.5%

4.4%

6.6%

6.2%

2.6%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

3.3%

2.9%

2.9%

2.9%

1.私は社会問題や環境問題などについて、世の中一般よりは解決の手助けをしているほうだと思う

2.私の住んでいる町・勤めている企業・通っている学校は、他のところより解決の手助けをしている方だと思う

3.社会問題や環境問題などについて、私は、地球の資源問題や環境問題を解決するために、今の生活レベルを落として

もよい

4.私は、地球の資源問題や環境問題の解決にあてるため、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

5.世界の貧困問題や格差問題を解決するために、私も時間や手間をかけてよい

6.私は、世界の貧困問題や格差問題を解決するために、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

7.社会問題や環境問題に取り組めば取り組むほど、国や企業の経済やビジネスは成長すると思う

8.国や企業が社会問題や環境問題の解決に取り組むことは、科学技術やテクノロジーの発展につながると思う

9.社会問題や環境問題を軽視する国や企業は、世界からバッシングや批判にあうと思う

10.社会問題や環境問題を軽視する企業は優秀な人材や資金が集まらないと思う

11.地球の問題や環境問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

12.世界の貧困問題や格差問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

そう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 無回答

結果概要 ２．学生向け調査（全体）

◆社会問題、環境問題に関する認識
〇 「国や企業が社会問題や環境問題の解決に取組むことは、科学技術やテクノロジーの発展につながる」と考える
人が多い。

Q.次の各項目について、あなたご自身の考え方に近いものを選択してください。
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

府政だより
テレビ・ラジオ
新聞・雑誌

ポスター、チラシ
イベント・セミナー等

SNS（Twitter、Facebook、Instagram、LINE 等）
職場・学校で聞いた

家族・友人などから聞いた
ピンバッジ、缶バッジ

その他：
わからない／覚えていない

0% 10% 20% 30% 40% 50%

持続可能な開発をめざす上で、経済、社会、環境の統合が重要であることを…
17のゴール、169のターゲットから構成されることを知っていた
2030年までに達成すべきゴールであるということを知っていた

上記以外のことでSDGsに関することを知っていた：

27.8% 25.6% 43.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SDGsを知っていた
SDGsという言葉は聞いたことがあった、又はロゴを見たことがあった

SDGsを知らなかった（今回の調査で初めて知った）

結果概要 ２．学生向け調査（全体）

◆SDGsの認知度
〇SDGsの認知度は53.4％。
〇SDGsについて認知している人は、持続可能な開発をめざすうえで、経済・社会・環境の統合が重要であることを理
解している人の割合が高い。
〇SDGsを知ったきっかけとして、「わからない/覚えてない」、「家族・友人などから聞いた」、「職場・学校で聞いた」が多
い。

Q.あなたは、「SDGs」を知っていましたか。次の中からあてはまるものを一つ選択してください。

Q.（前問で「SDGsを知っていた」と答えた方にお伺いします）あなたは、SDGsについて、どんなことを知っていましたか。次の中からあては
まるものをすべて選択してください。

Q. あなたは、どこで（何で）SDGsを知りましたか。次の中からあてはまるものをすべて選択してください。
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41.8%

14.7%

44.0%

41.0%

29.3%

17.9%

20.5%

41.0%

21.6%

24.5%

45.8%

29.7%

16.8%

23.8%

19.8%

23.8%

20.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

ゴール1

ゴール２

ゴール3

ゴール4

ゴール5

ゴール6

ゴール7

ゴール8

ゴール9

ゴール10

ゴール11

ゴール12

ゴール13

ゴール14

ゴール15

ゴール16

ゴール17

結果概要 ２．学生向け調査（全体）

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
〇 「ゴール11（持続可能都市）」、 「ゴール３（健康）」、 「ゴール４（教育）」、 「ゴール１（貧困）」、 「ゴー
ル８（経済成長・雇用）」 が多い。

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。次の中からあてはまるものをすべて
選択してください。
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81.0%

66.7%

67.4%

30.8%

18.7%

31.9%

17.9%

2.2%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

政府・行政

個人（府民または市民）

企業

NPO／NGO

株主・機関投資家

教育機関

医療機関

その他：

いずれでもない

結果概要 ２．学生向け調査（全体）

◆SDGsの達成や、社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
〇「政府・行政」、「企業」、「個人」の割合が高い。

Q.「SDGsの達成」や国内外の「社会的課題」の解決に向けて、誰が行動すべきだと思いますか。あてはまるものをすべて選択してください。
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9.5%

0.7%

33.7%

2.2%

20.9%

7.7%

2.6%

3.7%

7.7%

17.9%

13.2%

6.2%

25.3%

13.6%

16.1%

2.9%

5.5%

30.4%

12.8%

12.1%

67.0%

17.6%

10.6%

5.5%

27.5%

30.0%

5.5%

18.3%

8.8%

15.0%

12.5%

6.6%

9.2%

21.2%

31.5%

22.3%

26.7%

28.9%

38.8%

32.6%

8.4%

13.6%

39.6%

29.7%

23.8%

16.1%

23.4%

21.6%

16.8%

34.8%

34.1%

27.1%

22.7%

31.1%

23.1%

27.8%

7.3%

14.7%

41.8%

29.7%

25.3%

49.8%

28.6%

33.3%

34.1%

22.0%

37.4%

16.8%

29.3%

29.3%

7.0%

26.7%

37.4%

30.8%

25.6%

19.8%

59.0%

17.9%

50.9%

34.1%

45.1%

76.6%

65.6%

22.7%

13.9%

31.9%

10.6%

10.3%

7.0%

9.9%

60.1%

37.0%

6.2%

21.2%

28.2%

2.9%

25.3%

23.8%

39.9%

5.1%

6.6%

7.7%

7.3%

7.0%

7.0%

7.0%

7.0%

7.0%

6.6%

7.0%

7.3%

7.3%

6.6%

6.6%

7.0%

6.6%

7.0%

7.0%

6.6%

7.0%

7.0%

7.3%

6.6%

7.0%

7.0%

1.電子決済での支払いを行う

2.フェアトレードに取り組んでいる企業の製品を買う

3.選挙に行く

4.使わないものを寄付する

5.職場や自治体の健康診断を受ける

6.若者の相談相手になる

7.同一労働同一賃金を支持する声を上げる

8.職場で差別があったら声を上げる

9.労働にまつわる権利について知る

10.紙やプラスチック、ガラス、アルミをリサイクルする

11.クールビズに積極的に取り組む

12.困っている人に声をかける

13.家庭でコメディを見る

14.公共交通機関で座席を譲る

15.電気の節約に努める

16.周囲の人たちに、地球にやさしい取り組みに参加するよう呼びかける

17.資源や環境にやさしい取り組みをしている企業の製品を買う

18.地元で買い物をする

19.「訳あり品」を買う

20.買い物にはマイバッグを持参する

21.通勤、通学の際、自転車、徒歩または公共交通機関を利用する

22.マイボトルやマイカップを使う

23.着なくなった古着を誰かにあげる、またはぞうきんにして使う

24.リサイクルショップやフリーマーケットを利用する

25.（健康にもいいので）よく笑うし、人を笑わせる

いつも実践している いつもではないが、よく実践している たまに実践している 実践したことが無い 無回答

結果概要 ２．学生向け調査（全体）

◆日常生活で実践していること
〇「通勤・通学の際、自転車、徒歩または公共交通機関を利用」、「地元で買い物をする」、「よく笑うし、人を笑わせ
る」をよく実践している人が多い。
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（大学別の傾向 【大学A】）

２－①．若者（学生）向け調査

◆主な調査事項
①関心のある社会課題、時事問題
②社会問題、環境問題に関する認識
③SDGsの認知度
④大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
⑤ SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
⑥日常生活で実践していること
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結果概要 ２．学生向け調査（大学Ａ）

Qあなたが関心のある社会課題・時事問題について、次の中からあてはまるものをすべて選択してください。

◆関心のある社会課題、時事問題
〇社会課題として、「働き方改革・ブラック企業対策」、「地球温暖化・気象変動」、「高齢化」に対する関心が高い。

42.1%
15.0%

43.6%
35.3%
36.8%

22.6%
17.3%
17.3%

20.3%
12.0%

20.3%
33.8%

69.2%
30.1%

17.3%
17.3%

19.5%
18.8%

27.1%
18.8%

21.1%
21.8%

18.8%
3.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

高齢化

憲法改正

地球温暖化・気象変動

災害支援・防災

社会保障

経済再生・アベノミクス

途上国の経済発展

国際平和

日本の外交政策

人権保護・差別の撤廃（性や年齢・国籍・障がい等）

食の安全性

所得格差

働き方改革・ブラック企業対策

地方創生・地方活性化

フリーターやニートの増大

財政政策

紛争・テロ・難民問題

飢餓・貧困問題

文化芸術・スポーツの振興

治安・犯罪の防止

資源・エネルギー

水・食糧問題

LGBT

その他：

この中にはない
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結果概要 ２．学生向け調査（大学Ａ）

◆社会問題、環境問題に関する認識
〇 「社会問題や環境問題を軽視する国や企業や、世界からバッシングや批判に合う」と考える人が多い。

Q.次の各項目について、あなたご自身の考え方に近いものを選択してください。

3.7%

6.7%

3.1%

8.0%

6.7%

10.4%

17.2%

27.0%

43.6%

20.2%

7.4%

7.4%

20.9%

31.3%

33.1%

42.9%

62.0%

38.7%

49.7%

55.8%

44.2%

46.6%

46.0%

44.8%

49.1%

51.5%

46.6%

35.6%

23.9%

36.8%

27.0%

12.3%

6.7%

25.8%

38.0%

39.3%

22.7%

6.1%

12.9%

9.2%

3.1%

9.8%

1.8%

0.6%

0.6%

3.1%

4.3%

4.3%

1.私は社会問題や環境問題などについて、世の中一般よりは解決の手助けをしているほうだと思う

2.私の住んでいる町・勤めている企業・通っている学校は、他のところより解決の手助けをしている方だと思う

3.社会問題や環境問題などについて、私は、地球の資源問題や環境問題を解決するために、今の生活レベルを落と

してもよい

4.私は、地球の資源問題や環境問題の解決にあてるため、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

5.世界の貧困問題や格差問題を解決するために、私も時間や手間をかけてよい

6.私は、世界の貧困問題や格差問題を解決するために、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

7.社会問題や環境問題に取り組めば取り組むほど、国や企業の経済やビジネスは成長すると思う

8.国や企業が社会問題や環境問題の解決に取り組むことは、科学技術やテクノロジーの発展につながると思う

9.社会問題や環境問題を軽視する国や企業は、世界からバッシングや批判にあうと思う

10.社会問題や環境問題を軽視する企業は優秀な人材や資金が集まらないと思う

11.地球の問題や環境問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

12.世界の貧困問題や格差問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

そう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
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結果概要 ２．学生向け調査（大学Ａ）

29.4%
17.2%

12.3%
3.1%

0% 10% 20% 30% 40%

持続可能な開発をめざす上で、経済、社会、環境の統合が重要であることを知っていた

17のゴール、169のターゲットから構成されることを知っていた

2030年までに達成すべきゴールであるということを知っていた

上記以外のことでSDGsに関することを知っていた：

◆SDGsの認知度
〇SDGsの認知度は58.3％。
〇SDGsについて認知している人は、持続可能な開発をめざすうえで、経済・社会・環境の統合が重要であることを理解
している人の割合が高い。
〇SDGsを知ったきっかけとして、「わからない/覚えてない」が多い。

Q.あなたは、「SDGs」を知っていましたか。次の中からあてはまるものを一つ選択してください。

Q.（前問で「SDGsを知っていた」と答えた方にお伺いします）あなたは、SDGsについて、どんなことを知っていましたか。次の中からあては
まるものをすべて選択してください。

Q. あなたは、どこで（何で）SDGsを知りましたか。次の中からあてはまるものをすべて選択してください。

27.0% 31.3% 37.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SDGsを知っていた

SDGsという言葉は聞いたことがあった、又はロゴを見たことがあった

SDGsを知らなかった（今回の調査で初めて知った）

1%
9%

5%
10%

7%
4%

34%
37%

26%
17%

39%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

府政だより
テレビ・ラジオ
新聞・雑誌

ポスター、チラシ
イベント・セミナー等

SNS（Twitter、Facebook、Instagram、LINE 等）
職場・学校で聞いた

家族・友人などから聞いた
ピンバッジ、缶バッジ

その他：
わからない／覚えていない
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結果概要 ２．学生向け調査（大学Ａ）

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。次の中からあてはまるものをすべて
選択してください。

36%

9%

39%

44%

29%

13%

18%

37%

26%

17%

39%

29%

15%

21%

17%

20%

19%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

ゴール1

ゴール２

ゴール3

ゴール4

ゴール5

ゴール6

ゴール7

ゴール8

ゴール9

ゴール10

ゴール11

ゴール12

ゴール13

ゴール14

ゴール15

ゴール16

ゴール17

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
〇関心のあるSDGsのゴールは、 「ゴール４（教育）」、 「ゴール３（健康）」、「ゴール11（持続可能都市）」、
「ゴール８（経済成長・雇用）」 、「ゴール１（貧困）」が多い。
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結果概要 ２．学生向け調査（大学Ａ）

◆SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
〇「政府・行政」、「企業」、「個人」の割合が高い。

Q.「SDGsの達成」や国内外の「社会的課題」の解決に向けて、誰が行動すべきだと思いますか。あてはまるものをすべて選択してください。

81.0%

64.4%

71.2%

32.5%

16.6%

31.3%

15.3%

1.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

政府・行政

個人（府民または市民）

企業

NPO／NGO

株主・機関投資家

教育機関

医療機関

その他：

いずれでもない
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結果概要 ２．学生向け調査（大学Ａ）

◆日常生活で実践していること
〇「通勤・通学の際、自転車、徒歩または公共交通機関を利用」、「地元で買い物をする」、「よく笑うし、人を笑わせ
る」をよく実践している人が多い。

9.8%

0.6%

32.5%

1.8%

27.6%

8.0%

2.5%

2.5%

8.6%

20.9%

15.3%

4.3%

23.9%

14.1%

17.2%

2.5%

5.5%

27.0%

13.5%

11.0%

68.7%

16.0%

7.4%

5.5%

22.7%

30.7%

5.5%

20.2%

7.4%

14.7%

12.9%

5.5%

6.1%

21.5%

31.9%

22.1%

24.5%

27.6%

30.7%

31.9%

9.2%

13.5%

39.9%

28.2%

21.5%

18.4%

24.5%

19.0%

14.7%

35.0%

35.0%

30.1%

22.1%

30.7%

22.1%

25.8%

6.1%

14.7%

44.2%

30.1%

28.8%

52.1%

29.4%

38.7%

33.7%

21.5%

38.7%

17.2%

30.7%

31.3%

3.7%

28.2%

40.5%

27.6%

27.6%

16.6%

55.8%

16.6%

52.1%

27.6%

44.8%

77.3%

68.1%

17.8%

9.2%

25.2%

11.0%

10.4%

8.0%

8.0%

58.9%

34.4%

7.4%

19.0%

28.2%

0.6%

23.3%

25.2%

43.6%

6.7%

1.電子決済での支払いを行う

2.フェアトレードに取り組んでいる企業の製品を買う

3.選挙に行く

4.使わないものを寄付する

5.職場や自治体の健康診断を受ける

6.若者の相談相手になる

7.同一労働同一賃金を支持する声を上げる

8.職場で差別があったら声を上げる

9.労働にまつわる権利について知る

10.紙やプラスチック、ガラス、アルミをリサイクルする

11.クールビズに積極的に取り組む

12.困っている人に声をかける

13.家庭でコメディを見る

14.公共交通機関で座席を譲る

15.電気の節約に努める

16.周囲の人たちに、地球にやさしい取り組みに参加するよう呼びかける

17.資源や環境にやさしい取り組みをしている企業の製品を買う

18.地元で買い物をする

19.「訳あり品」を買う

20.買い物にはマイバッグを持参する

21.通勤、通学の際、自転車、徒歩または公共交通機関を利用する

22.マイボトルやマイカップを使う

23.着なくなった古着を誰かにあげる、またはぞうきんにして使う

24.リサイクルショップやフリーマーケットを利用する

25.（健康にもいいので）よく笑うし、人を笑わせる

いつも実践している いつもではないが、よく実践している たまに実践している 実践したことが無い
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48

（大学別の傾向 【大学B】）

２－②．若者（学生）向け調査

◆主な調査事項
①関心のある社会課題、時事問題
②社会問題、環境問題に関する認識
③SDGsの認知度
④大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
⑤ SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
⑥日常生活で実践していること



結果概要 ２．学生向け調査（大学Ｂ）

52.0%
14.0%

48.0%
26.0%

44.0%
16.0%

12.0%
20.0%
20.0%

24.0%
28.0%

26.0%
66.0%

42.0%
22.0%

12.0%
12.0%

18.0%
28.0%

14.0%
20.0%

14.0%
26.0%

2.0%
0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

高齢化

憲法改正

地球温暖化・気象変動

災害支援・防災

社会保障

経済再生・アベノミクス

途上国の経済発展

国際平和

日本の外交政策

人権保護・差別の撤廃（性や年齢・国籍・障がい等）

食の安全性

所得格差

働き方改革・ブラック企業対策

地方創生・地方活性化

フリーターやニートの増大

財政政策

紛争・テロ・難民問題

飢餓・貧困問題

文化芸術・スポーツの振興

治安・犯罪の防止

資源・エネルギー

水・食糧問題

LGBT

その他：

この中にはない

Qあなたが関心のある社会課題・時事問題について、次の中からあてはまるものをすべて選択してください。

◆関心のある社会課題、時事問題
〇社会課題として、「働き方改革・ブラック企業対策」、「高齢化」、「地球温暖化・気象変動」に対する関心が高い。
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結果概要 ２．学生向け調査（大学Ｂ）

2.0%

2.0%

14.0%

12.0%

20.0%

10.0%

26.0%

36.0%

48.0%

24.0%

4.0%

4.0%

14.0%

42.0%

36.0%

38.0%

58.0%

40.0%

52.0%

56.0%

34.0%

32.0%

38.0%

46.0%

66.0%

48.0%

38.0%

36.0%

20.0%

44.0%

14.0%

6.0%

14.0%

38.0%

46.0%

38.0%

18.0%

8.0%

12.0%

14.0%

2.0%

6.0%

8.0%

2.0%

4.0%

6.0%

12.0%

12.0%

1.私は社会問題や環境問題などについて、世の中一般よりは解決の手助けをしているほうだと思う

2.私の住んでいる町・勤めている企業・通っている学校は、他のところより解決の手助けをしている方だと思う

3.社会問題や環境問題などについて、私は、地球の資源問題や環境問題を解決するために、今の生活レベルを落として

もよい

4.私は、地球の資源問題や環境問題の解決にあてるため、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

5.世界の貧困問題や格差問題を解決するために、私も時間や手間をかけてよい

6.私は、世界の貧困問題や格差問題を解決するために、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

7.社会問題や環境問題に取り組めば取り組むほど、国や企業の経済やビジネスは成長すると思う

8.国や企業が社会問題や環境問題の解決に取り組むことは、科学技術やテクノロジーの発展につながると思う

9.社会問題や環境問題を軽視する国や企業は、世界からバッシングや批判にあうと思う

10.社会問題や環境問題を軽視する企業は優秀な人材や資金が集まらないと思う

11.地球の問題や環境問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

12.世界の貧困問題や格差問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

そう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

◆社会問題、環境問題に関する認識
〇 「国や企業が社会問題や環境問題の解決に取組むことは、科学技術やテクノロジーの発展につながる」と考える
人が多い。

Q.次の各項目について、あなたご自身の考え方に近いものを選択してください。
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結果概要 ２．学生向け調査（大学Ｂ）

0%
12%

8%
24%

8%
14%

50%
4%
4%
4%
4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

府政だより
テレビ・ラジオ
新聞・雑誌

ポスター、チラシ
イベント・セミナー等

SNS（Twitter、Facebook、Instagram、LINE 等）
職場・学校で聞いた

家族・友人などから聞いた
ピンバッジ、缶バッジ

その他：
わからない／覚えていない

44.0%
26.0%

28.0%
4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

持続可能な開発をめざす上で、経済、社会、環境の統合が重要であることを知っていた

17のゴール、169のターゲットから構成されることを知っていた

2030年までに達成すべきゴールであるということを知っていた

上記以外のことでSDGsに関することを知っていた：

◆SDGsの認知度
〇SDGsの認知度は68.0％。
〇SDGsについて認知している人は、持続可能な開発をめざすうえで、経済・社会・環境の統合が重要であることを理
解している人の割合が高い。
〇SDGsを知ったきっかけとして、 「職場・学校で聞いた」 、「ポスター・チラシ」が多い。

Q.あなたは、「SDGs」を知っていましたか。次の中からあてはまるものを一つ選択してください。

Q.（前問で「SDGsを知っていた」と答えた方にお伺いします）あなたは、SDGsについて、どんなことを知っていましたか。次の中からあては
まるものをすべて選択してください。

Q. あなたは、どこで（何で）SDGsを知りましたか。次の中からあてはまるものをすべて選択してください。

52.0% 16.0% 32.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SDGsを知っていた

SDGsという言葉は聞いたことがあった、又はロゴを見たことがあった

SDGsを知らなかった（今回の調査で初めて知った）
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結果概要 ２．学生向け調査（大学Ｂ）

60%

22%

60%

48%

46%

26%

34%

54%

26%

30%

80%

38%

26%

40%

34%

36%

38%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

ゴール1

ゴール２

ゴール3

ゴール4

ゴール5

ゴール6

ゴール7

ゴール8

ゴール9

ゴール10

ゴール11

ゴール12

ゴール13

ゴール14

ゴール15

ゴール16

ゴール17

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
〇関心のあるSDGsのゴールは、 「ゴール11（持続可能都市）」、 「ゴール３（健康）」 、「ゴール１（貧困）」、
「ゴール８（経済成長・雇用）」、「ゴール４（教育）」が多い。

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。次の中からあてはまるものをすべて
選択してください。
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結果概要 ２．学生向け調査（大学Ｂ）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

政府・行政

個人（府民または市民）

企業

NPO／NGO

株主・機関投資家

教育機関

医療機関

その他：

いずれでもない

◆SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
〇「政府・行政」、「個人」、 「企業」、 の割合が高い。

Q.「SDGsの達成」や国内外の「社会的課題」の解決に向けて、誰が行動すべきだと思いますか。あてはまるものをすべて選択してください。
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結果概要 ２．学生向け調査（大学Ｂ）

6.0%

2.0%

52.0%

4.0%

14.0%

6.0%

0.0%

2.0%

6.0%

16.0%

8.0%

4.0%

24.0%

10.0%

12.0%

0.0%

4.0%

34.0%

12.0%

22.0%

80.0%

22.0%

24.0%

8.0%

44.0%

38.0%

8.0%

16.0%

12.0%

22.0%

12.0%

10.0%

16.0%

26.0%

36.0%

28.0%

34.0%

42.0%

58.0%

42.0%

8.0%

16.0%

40.0%

36.0%

36.0%

16.0%

30.0%

28.0%

20.0%

34.0%

34.0%

24.0%

22.0%

38.0%

22.0%

38.0%

8.0%

16.0%

48.0%

32.0%

22.0%

56.0%

28.0%

28.0%

40.0%

30.0%

40.0%

24.0%

28.0%

24.0%

4.0%

22.0%

30.0%

42.0%

18.0%

22.0%

66.0%

10.0%

46.0%

42.0%

44.0%

82.0%

66.0%

20.0%

16.0%

42.0%

6.0%

6.0%

4.0%

6.0%

62.0%

40.0%

2.0%

24.0%

18.0%

0.0%

26.0%

18.0%

30.0%

2.0%

1.電子決済での支払いを行う

2.フェアトレードに取り組んでいる企業の製品を買う

3.選挙に行く

4.使わないものを寄付する

5.職場や自治体の健康診断を受ける

6.若者の相談相手になる

7.同一労働同一賃金を支持する声を上げる

8.職場で差別があったら声を上げる

9.労働にまつわる権利について知る

10.紙やプラスチック、ガラス、アルミをリサイクルする

11.クールビズに積極的に取り組む

12.困っている人に声をかける

13.家庭でコメディを見る

14.公共交通機関で座席を譲る

15.電気の節約に努める

16.周囲の人たちに、地球にやさしい取り組みに参加するよう呼びかける

17.資源や環境にやさしい取り組みをしている企業の製品を買う

18.地元で買い物をする

19.「訳あり品」を買う

20.買い物にはマイバッグを持参する

21.通勤、通学の際、自転車、徒歩または公共交通機関を利用する

22.マイボトルやマイカップを使う

23.着なくなった古着を誰かにあげる、またはぞうきんにして使う

24.リサイクルショップやフリーマーケットを利用する

25.（健康にもいいので）よく笑うし、人を笑わせる

いつも実践している いつもではないが、よく実践している たまに実践している 実践したことが無い

◆日常生活で実践していること
〇「通勤・通学の際、自転車、徒歩または公共交通機関を利用」、「よく笑うし、人を笑わせる」 、
「地元で買い物をする」をよく実践している人が多い。
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56

（大学別の傾向 【大学C】）

２－③．若者（学生）向け調査

◆主な調査事項
①関心のある社会課題、時事問題
②社会問題、環境問題に関する認識
③SDGsの認知度
④大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
⑤ SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
⑥日常生活で実践していること



46.7%
11.1%

35.6%
33.3%

22.2%
17.8%

6.7%
22.2%

11.1%
8.9%

13.3%
26.7%

51.1%
13.3%

15.6%
4.4%

8.9%
2.2%

15.6%
24.4%

11.1%
22.2%

13.3%
0.0%
0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

高齢化

憲法改正

地球温暖化・気象変動

災害支援・防災

社会保障

経済再生・アベノミクス

途上国の経済発展

国際平和

日本の外交政策

人権保護・差別の撤廃（性や年齢・国籍・障がい等）

食の安全性

所得格差

働き方改革・ブラック企業対策

地方創生・地方活性化

フリーターやニートの増大

財政政策

紛争・テロ・難民問題

飢餓・貧困問題

文化芸術・スポーツの振興

治安・犯罪の防止

資源・エネルギー

水・食糧問題

LGBT

その他：

この中にはない

結果概要 ２．学生向け調査（大学C）

Qあなたが関心のある社会課題・時事問題について、次の中からあてはまるものをすべて選択してください。

◆関心のある社会課題、時事問題
〇社会課題として、「働き方改革・ブラック企業対策」、「高齢化」、「地球温暖化・気象変動」に対する関心が高い。
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結果概要 ２．学生向け調査（大学C）

◆社会問題、環境問題に関する認識
〇 「国や企業が社会問題や環境問題の解決に取組むことは、科学技術やテクノロジーの発展につながる」と考える
人が多い。

Q.次の各項目について、あなたご自身の考え方に近いものを選択してください。
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0.0%

2.2%

4.4%

4.4%

2.2%

0.0%

11.1%

17.8%

33.3%

15.6%

13.3%

13.3%

28.9%

44.4%

35.6%

24.4%

51.1%

24.4%

57.8%

64.4%

37.8%

44.4%

53.3%

51.1%

48.9%

40.0%

44.4%

44.4%

33.3%

48.9%

24.4%

15.6%

24.4%

31.1%

24.4%

26.7%

20.0%

11.1%

13.3%

24.4%

11.1%

24.4%

4.4%

0.0%

2.2%

6.7%

6.7%

6.7%

1.私は社会問題や環境問題などについて、世の中一般よりは解決の手助けをしているほうだと思う

2.私の住んでいる町・勤めている企業・通っている学校は、他のところより解決の手助けをしている方だと思う

3.社会問題や環境問題などについて、私は、地球の資源問題や環境問題を解決するために、今の生活レベルを落として

もよい

4.私は、地球の資源問題や環境問題の解決にあてるため、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

5.世界の貧困問題や格差問題を解決するために、私も時間や手間をかけてよい

6.私は、世界の貧困問題や格差問題を解決するために、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

7.社会問題や環境問題に取り組めば取り組むほど、国や企業の経済やビジネスは成長すると思う

8.国や企業が社会問題や環境問題の解決に取り組むことは、科学技術やテクノロジーの発展につながると思う

9.社会問題や環境問題を軽視する国や企業は、世界からバッシングや批判にあうと思う

10.社会問題や環境問題を軽視する企業は優秀な人材や資金が集まらないと思う

11.地球の問題や環境問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

12.世界の貧困問題や格差問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

そう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない



0% 10% 20% 30% 40% 50%

府政だより
テレビ・ラジオ
新聞・雑誌

ポスター、チラシ
イベント・セミナー等

SNS（Twitter、Facebook、…
職場・学校で聞いた

家族・友人などから聞いた
ピンバッジ、缶バッジ

その他：
わからない／覚えていない

0% 10% 20% 30% 40% 50%

持続可能な開発をめざす上で、経済、社会、環境の統合が重要であることを…
17のゴール、169のターゲットから構成されることを知っていた
2030年までに達成すべきゴールであるということを知っていた

上記以外のことでSDGsに関することを知っていた：

2.2%

8.9%
86.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SDGsを知っていた

SDGsという言葉は聞いたことがあった、又はロゴを見たことがあった

SDGsを知らなかった（今回の調査で初めて知った）

結果概要 ２．学生向け調査（大学C）

◆SDGsの認知度
〇SDGsの認知度は11.1％。
〇SDGｓを知ったきっかけとしては、「テレビ・ラジオ」が多い。

Q.あなたは、「SDGs」を知っていましたか。次の中からあてはまるものを一つ選択してください。

Q.（前問で「SDGsを知っていた」と答えた方にお伺いします）あなたは、SDGsについて、どんなことを知っていましたか。次の中からあては
まるものをすべて選択してください。

Q. あなたは、どこで（何で）SDGsを知りましたか。次の中からあてはまるものをすべて選択してください。
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44%

24%

38%

20%

16%

24%

18%

40%

7%

36%

36%

20%

7%

13%

13%

18%

11%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

ゴール1

ゴール２

ゴール3

ゴール4

ゴール5

ゴール6

ゴール7

ゴール8

ゴール9

ゴール10

ゴール11

ゴール12

ゴール13

ゴール14

ゴール15

ゴール16

ゴール17

結果概要 ２．学生向け調査（大学C）

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
〇関心のあるSDGsのゴールは、 「ゴール１（貧困）」 、 「ゴール８（経済成長・雇用）」 、 「ゴール３（健
康）」、 「ゴール10（不平等）」、「ゴール11（持続可能都市）」 が多い。

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。次の中からあてはまるものをすべて
選択してください。
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結果概要 ２．学生向け調査（大学C）

◆SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
〇「政府・行政」、「個人」、 「企業」、 の割合が高い。

Q.「SDGsの達成」や国内外の「社会的課題」の解決に向けて、誰が行動すべきだと思いますか。あてはまるものをすべて選択してください。
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62.2%

53.3%

42.2%

13.3%

8.9%

13.3%

6.7%

2.2%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

政府・行政

個人（府民または市民）

企業

NPO／NGO

株主・機関投資家

教育機関

医療機関

その他：

いずれでもない



8.9%

0.0%

24.4%

2.2%

8.9%

6.7%

0.0%

8.9%

6.7%

13.3%

13.3%

13.3%

28.9%

11.1%

17.8%

4.4%

4.4%

31.1%

6.7%

8.9%

40.0%

20.0%

8.9%

4.4%

22.2%

17.8%

4.4%

17.8%

11.1%

11.1%

11.1%

4.4%

8.9%

17.8%

26.7%

17.8%

20.0%

15.6%

42.2%

28.9%

8.9%

13.3%

37.8%

31.1%

20.0%

11.1%

15.6%

24.4%

20.0%

31.1%

31.1%

22.2%

24.4%

28.9%

22.2%

22.2%

13.3%

17.8%

26.7%

24.4%

20.0%

42.2%

28.9%

24.4%

28.9%

17.8%

31.1%

13.3%

28.9%

24.4%

22.2%

22.2%

40.0%

33.3%

31.1%

31.1%

55.6%

20.0%

44.4%

44.4%

48.9%

71.1%

53.3%

37.8%

22.2%

35.6%

13.3%

15.6%

8.9%

13.3%

57.8%

40.0%

6.7%

22.2%

35.6%

15.6%

28.9%

15.6%

31.1%

4.4%

1.電子決済での支払いを行う

2.フェアトレードに取り組んでいる企業の製品を買う

3.選挙に行く

4.使わないものを寄付する

5.職場や自治体の健康診断を受ける

6.若者の相談相手になる

7.同一労働同一賃金を支持する声を上げる

8.職場で差別があったら声を上げる

9.労働にまつわる権利について知る

10.紙やプラスチック、ガラス、アルミをリサイクルする

11.クールビズに積極的に取り組む

12.困っている人に声をかける

13.家庭でコメディを見る

14.公共交通機関で座席を譲る

15.電気の節約に努める

16.周囲の人たちに、地球にやさしい取り組みに参加するよう呼びかける

17.資源や環境にやさしい取り組みをしている企業の製品を買う

18.地元で買い物をする

19.「訳あり品」を買う

20.買い物にはマイバッグを持参する

21.通勤、通学の際、自転車、徒歩または公共交通機関を利用する

22.マイボトルやマイカップを使う

23.着なくなった古着を誰かにあげる、またはぞうきんにして使う

24.リサイクルショップやフリーマーケットを利用する

25.（健康にもいいので）よく笑うし、人を笑わせる

いつも実践している いつもではないが、よく実践している たまに実践している 実践したことが無い

結果概要 ２．学生向け調査（大学C）

◆日常生活で実践していること
〇「地元で買い物をする」、「公共交通機関で座席を譲る」、「よく笑うし、人を笑わせる」、をよく実践している人が多
い。
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64

（大学別の傾向 【大学Ｄ】）

２－④．若者（学生）向け調査

◆主な調査事項
①関心のある社会課題、時事問題
②社会問題、環境問題に関する認識
③SDGsの認知度
④大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
⑤ SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
⑥日常生活で実践していること



40.0%
0.0%

20.0%
20.0%

26.7%
13.3%

6.7%
26.7%
26.7%

40.0%
6.7%

26.7%
66.7%

33.3%
40.0%

13.3%
13.3%

20.0%
20.0%
20.0%

6.7%
6.7%

26.7%
0.0%
0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

高齢化

憲法改正

地球温暖化・気象変動

災害支援・防災

社会保障

経済再生・アベノミクス

途上国の経済発展

国際平和

日本の外交政策

人権保護・差別の撤廃（性や年齢・国籍・障がい等）

食の安全性

所得格差

働き方改革・ブラック企業対策

地方創生・地方活性化

フリーターやニートの増大

財政政策

紛争・テロ・難民問題

飢餓・貧困問題

文化芸術・スポーツの振興

治安・犯罪の防止

資源・エネルギー

水・食糧問題

LGBT

その他：

この中にはない

結果概要 ２．学生向け調査（大学D）

Qあなたが関心のある社会課題・時事問題について、次の中からあてはまるものをすべて選択してください。

◆関心のある社会課題、時事問題
〇社会課題として、「働き方改革・ブラック企業対策」、「高齢化」、「人種保護・差別の撤廃」、「フリーターやニートの
増大」に対する関心が高い。
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0.0%

0.0%

6.7%

6.7%

6.7%

6.7%

26.7%

26.7%

53.3%

46.7%

20.0%

20.0%

20.0%

6.7%

26.7%

20.0%

53.3%

20.0%

66.7%

53.3%

33.3%

13.3%

33.3%

20.0%

46.7%

66.7%

46.7%

46.7%

40.0%

60.0%

6.7%

20.0%

13.3%

33.3%

33.3%

53.3%

33.3%

26.7%

20.0%

26.7%

0.0%

13.3%

0.0%

0.0%

0.0%

6.7%

13.3%

6.7%

1.私は社会問題や環境問題などについて、世の中一般よりは解決の手助けをしているほうだと思う

2.私の住んでいる町・勤めている企業・通っている学校は、他のところより解決の手助けをしている方だと思う

3.社会問題や環境問題などについて、私は、地球の資源問題や環境問題を解決するために、今の生活レベルを落と

してもよい

4.私は、地球の資源問題や環境問題の解決にあてるため、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

5.世界の貧困問題や格差問題を解決するために、私も時間や手間をかけてよい

6.私は、世界の貧困問題や格差問題を解決するために、物の値段や税金を高くしてもよいと思っている

7.社会問題や環境問題に取り組めば取り組むほど、国や企業の経済やビジネスは成長すると思う

8.国や企業が社会問題や環境問題の解決に取り組むことは、科学技術やテクノロジーの発展につながると思う

9.社会問題や環境問題を軽視する国や企業は、世界からバッシングや批判にあうと思う

10.社会問題や環境問題を軽視する企業は優秀な人材や資金が集まらないと思う

11.地球の問題や環境問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

12.世界の貧困問題や格差問題などについて、日本は他の国よりも解決の手助けをしているほうだと思う

そう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

結果概要 ２．学生向け調査（大学D）

◆社会問題、環境問題に関する認識
〇 「社会問題や環境問題に取り組めば取り組むほど、国や企業の経済やビジネスは成長する」と考える人が多い。

Q.次の各項目について、あなたご自身の考え方に近いものを選択してください。
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0% 10% 20% 30%

府政だより
テレビ・ラジオ
新聞・雑誌

ポスター、チラシ
イベント・セミナー等

SNS（Twitter、Facebook、Instagram、LINE 等）
職場・学校で聞いた

家族・友人などから聞いた
ピンバッジ、缶バッジ

その他：
わからない／覚えていない

26.7%
20.0%

13.3%
0.0%

0% 10% 20% 30%

持続可能な開発をめざす上で、経済、社会、環境の統合が重要であることを知っていた

17のゴール、169のターゲットから構成されることを知っていた

2030年までに達成すべきゴールであるということを知っていた

上記以外のことでSDGsに関することを知っていた：

33.3% 46.7% 20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SDGsを知っていた

SDGsという言葉は聞いたことがあった、又はロゴを見たことがあった

SDGsを知らなかった（今回の調査で初めて知った）

結果概要 ２．学生向け調査（大学D）

◆SDGsの認知度
〇SDGsの認知度は80.0％。
〇SDGsについて認知している人は、持続可能な開発をめざすうえで、経済・社会・環境の統合が重要であることを理
解している人の割合が高い。
〇SDGを知ったきっかけとしては、「職場・学校で聞いた」が多い。

Q.あなたは、「SDGs」を知っていましたか。次の中からあてはまるものを一つ選択してください。

Q.（前問で「SDGsを知っていた」と答えた方にお伺いします）あなたは、SDGsについて、どんなことを知っていましたか。次の中からあては
まるものをすべて選択してください。

Q. あなたは、どこで（何で）SDGsを知りましたか。次の中からあてはまるものをすべて選択してください。
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33%

27%

60%

47%

20%

27%

13%

40%

7%

60%

33%

33%

33%

27%

27%

40%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ゴール1

ゴール２

ゴール3

ゴール4

ゴール5

ゴール6

ゴール7

ゴール8

ゴール9

ゴール10

ゴール11

ゴール12

ゴール13

ゴール14

ゴール15

ゴール16

ゴール17

結果概要 ２．学生向け調査（大学D）

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
〇関心のあるSDGsのゴールは、 「ゴール３（健康）」 、 「ゴール10（不平等）」、 「ゴール4（教育）」 、 「ゴー
ル８（経済成長・雇用）」 、「ゴール16（平和）」が多い。

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。次の中からあてはまるものをすべて
選択してください。
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93.3%

86.7%

66.7%

40.0%

6.7%

26.7%

26.7%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

政府・行政

個人（府民または市民）

企業

NPO／NGO

株主・機関投資家

教育機関

医療機関

その他：

いずれでもない

結果概要 ２．学生向け調査（大学D）

◆SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
〇「政府・行政」、「個人」、 「企業」、 の割合が高い。

Q.「SDGsの達成」や国内外の「社会的課題」の解決に向けて、誰が行動すべきだと思いますか。あてはまるものをすべて選択してください。
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20.0%

0.0%

13.3%

0.0%

6.7%

13.3%

20.0%

6.7%

6.7%

6.7%

6.7%

13.3%

33.3%

26.7%

13.3%

13.3%

13.3%

53.3%

26.7%

0.0%

86.7%

13.3%

6.7%

0.0%

40.0%

33.3%

0.0%

6.7%

6.7%

6.7%

13.3%

13.3%

20.0%

13.3%

26.7%

20.0%

46.7%

40.0%

53.3%

20.0%

0.0%

6.7%

40.0%

20.0%

20.0%

6.7%

13.3%

20.0%

20.0%

46.7%

33.3%

20.0%

26.7%

20.0%

40.0%

33.3%

0.0%

0.0%

40.0%

33.3%

13.3%

26.7%

20.0%

20.0%

33.3%

13.3%

33.3%

0.0%

20.0%

40.0%

6.7%

40.0%

20.0%

20.0%

13.3%

13.3%

80.0%

53.3%

73.3%

46.7%

40.0%

66.7%

73.3%

40.0%

33.3%

60.0%

13.3%

6.7%

0.0%

33.3%

73.3%

46.7%

6.7%

33.3%

40.0%

0.0%

33.3%

53.3%

60.0%

0.0%

1.電子決済での支払いを行う

2.フェアトレードに取り組んでいる企業の製品を買う

3.選挙に行く

4.使わないものを寄付する

5.職場や自治体の健康診断を受ける

6.若者の相談相手になる

7.同一労働同一賃金を支持する声を上げる

8.職場で差別があったら声を上げる

9.労働にまつわる権利について知る

10.紙やプラスチック、ガラス、アルミをリサイクルする

11.クールビズに積極的に取り組む

12.困っている人に声をかける

13.家庭でコメディを見る

14.公共交通機関で座席を譲る

15.電気の節約に努める

16.周囲の人たちに、地球にやさしい取り組みに参加するよう呼びかける

17.資源や環境にやさしい取り組みをしている企業の製品を買う

18.地元で買い物をする

19.「訳あり品」を買う

20.買い物にはマイバッグを持参する

21.通勤、通学の際、自転車、徒歩または公共交通機関を利用する

22.マイボトルやマイカップを使う

23.着なくなった古着を誰かにあげる、またはぞうきんにして使う

24.リサイクルショップやフリーマーケットを利用する

25.（健康にもいいので）よく笑うし、人を笑わせる

いつも実践している いつもではないが、よく実践している たまに実践している 実践したことが無い

結果概要 ２．学生向け調査（大学D）

◆日常生活で実践していること
〇「通勤・通学の際、自転車、徒歩または公共交通機関を利用」、 「地元で買い物をする」、「よく笑うし、人を笑わ
せる」 をよく実践している人が多い。
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３．企業向け調査

◆主な調査事項
①大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール
②SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
③日常生活で実践していること

＜実施概要＞

（「関西SDGsフォーラム」で実施）

○ 対 象：企業等に属する府内外居住者135人

⇒ うち府内居住者68人

○ 実施期間：2019年11月18日



50.0

23.5

64.7

61.8

41.2

19.1

41.2

60.3

42.6

35.3

64.7

52.9

47.1

36.8

29.4

35.3

51.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

企業等に属する府内居住者

◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール（企業等に属する府内居住者）
〇関心のあるSDGsのゴールは、「ゴール３（健康）」、 「ゴール11（持続可能都市）」、 「ゴール４（教育）」、
「ゴール８（経済成長・雇用）」 、「ゴール12（生産・消費）」が多い。

結果概要 ３．関西SDGsフォーラムでの調査

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。次の中からあてはまるものをすべて
選択してください。

n=68
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◆大阪でSDGs社会を実現するために重要と考えるゴール（府外居住者、府内外の居住者全体）
〇企業等に属する府外居住者
「ゴール３（健康）」 、 「ゴール４（教育）」 、「ゴール13（気候変動）」、「ゴール８（経済成長・雇用）」 、「ゴール11（持続可能都市）」

〇企業等に属する人
「ゴール３（健康）」、 「ゴール４（教育）」、 「ゴール11（持続可能都市）」、「ゴール８（経済成長・雇用）」 、「ゴール13（気候変動）」

結果概要 ３．関西SDGsフォーラムでの調査

38.8

17.9

47.8

47.8

31.3

16.4

41.8

43.3

41.8

23.9

43.3

32.8

46.3

40.3

25.4

29.9

34.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

企業等に属する府外居住者

全体 企業等に属する府外居住者

44.4

20.7

56.3

54.8

36.3

17.8

41.5

51.9

42.2

29.6

54.1

43.0

46.7

38.5

27.4

32.6

43.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

企業等に属する人

全体 企業等に属する人

Q.SDGs17のゴールのうち、「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために大阪で重要なゴールは何だと考えますか。次の中からあてはまるものをすべて
選択してください。

n=67 n=135
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◆SDGsの達成や社会課題の解決に向け、行動すべきステークホルダー
〇「政府・行政」、「企業」、「個人」の割合が高い。

Q.「SDGsの達成」や国内外の「社会的課題」の解決に向けて、誰が行動すべきだと思いますか。あてはまるものをすべて選択してください。

結果概要 ３．関西SDGsフォーラムでの調査

87.8

80.8

83.8

43.2

39.3

59.4

43.7

11.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

政府・行政

個人

企業

NPO/NGO

株主・機関投資家

教育機関

医療機関

その他

いずれでもない
n=229

75



◆日常生活で実践していること
〇「選挙に行く」、「リサイクルする」、 「通勤・通学の際、自転車、徒歩または公共機関を利用する」、 をよく実践して
いる人が多い。

結果概要 ３．関西SDGsフォーラムでの調査

21.4

2.2

72.9

7.9

62.0

15.7

4.4

10.5

12.2

47.2

46.3

21.0

21.4

21.4

34.9

7.4

10.5

32.3

23.6

43.7

58.5

31.9

25.3

10.9

25.8

23.1

12.7

9.6

15.3

8.3

21.8

11.8

21.0

28.8

30.6

25.3

27.1

25.3

34.1

37.1

22.7

29.3

38.9

28.8

19.7

19.2

26.6

23.1

20.5

29.3

24.0

34.5

5.2

35.8

10.9

27.9

16.2

24.0

27.5

7.9

10.0

35.8

27.5

28.4

14.0

27.9

32.8

14.0

30.6

17.0

7.4

19.7

29.3

36.2

27.9

17.5

27.9

1.3

24.5

4.4

18.3

47.2

24.5

9.6

1.3

3.1

3.1

8.7

1.3

0.9

24.9

13.5

2.2

4.4

5.2

1.3

7.9

7.4

18.8

2.6

1.電子決済での支払いを行う。

2.フェアトレードに取り組んでいる企業の製品を買う。

3.選挙に行く。

4.使わないものを寄付する。

5.職場や自治体の健康診断を受ける。

6.若者の相談相手になる。

7.同一労働同一賃金を支持する声を上げる

8.職場で差別があったら声を上げる。

9.労働にまつわる権利について知る。

10.紙やプラスチック、ガラス、アルミをリサイクルする

11.クールビズに積極的に取り組む。

12.困っている人に声をかける。

13.家庭でコメディを見る。

14.公共交通機関で座席を譲る。

15.電気の節約に努める。

16.周囲の人たちに、地球にやさしい取り組みに参加するよう呼びかける。

17.資源や環境にやさしい取り組みをしている企業の製品を買う。

18.地元で買い物をする。

19.「訳あり品」を買う。

20.買い物にはマイバッグを持参する。

21.通勤、通学の際、自転車、徒歩または公共交通機関を利用する

22.マイボトルやマイカップを使う。

23.着なくなった古着を誰かにあげる、またはぞうきんにして使う。

24.リサイクルショップやフリーマーケットを利用する。

25.（健康にもいいので）よく笑うし、人を笑わせる。

いつも実践している いつもではないが、よく実践している たまに実践している 実践したことがない

n=229
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４．（参考）関西SDGsプラットフォームによる調査

◆主な事項（抜粋）
①既に実践しているゴール
②今後取り組むべきゴール

〇対 象：198社
〇実施期間：2019年2月26日~3月22日



22.2

19.3

49.1

45

45.6

31

46.2

65.5

48

29.8

48.5

50.3

51.5

26.3

39.8

23.4

46.2

18.9

18.9

47.2

45.3

44.3

31.1

43.4

58.5

45.3

31.1

44.3

50.9

47.2

26.4

43.4

23.6

47.2

0 10 20 30 40 50 60 70

ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

対象全体 大阪企業

◆自社で既に取り組んでいるSDGsのゴール
〇調査対象全体: 「ゴール８（経済成長・雇用）」、 「ゴール１３（気候変動）」、「ゴール12（生産と消費））
〇大 阪 の 企 業 : 「ゴール８（経済成長・雇用）」 、「ゴール12（生産と消費）」、「ゴール3（健康）」、「ゴール13（気候変動）、

「ゴール17（パートナーシップ）」

４．関西SDGsプラットフォームの調査

Q.下記のSDGsの17の開発目標で取り組んでいる活動はございますか。
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14.6

37.4

29.8

31.8

20.2

34.8

46.5

39.9

14.1

35.4

38.9

34.8

19.7

24.7

15.7
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16
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36

21.6
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16

34.4
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ゴール１

ゴール２

ゴール３

ゴール４

ゴール５

ゴール６

ゴール７

ゴール８

ゴール９

ゴール１０

ゴール１１

ゴール１２

ゴール１３

ゴール１４

ゴール１５

ゴール１６

ゴール１７

対象全体 大阪企業

◆自社で今後取り組みたいと考えるSDGsのゴール
〇調査対象全体： 「ゴール８（経済成長・雇用）」、 「ゴール９（インフラ・産業化・イノベーション）」、「ゴール12（生産と消費））
〇大 阪 の 企 業：「ゴール７（エネルギー）」 、「ゴール1１（持続可能都市）」、「ゴール８（経済成長・雇用）」

４．関西SDGsプラットフォームの調査

Q.下記のSDGsの17の開発目標で今後取り組むべき（更に取り組むべき）活動はございますか。
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